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授業概要

関連する科目

授業の進め方
と方法

ICT活用長津　和彦

第12回　確率分布を考える3ー代表的な確率密度関数である正規分布（その2）ー

第13回　標本調査の意味としくみ1ー母集団、標本、母平均と標本平均ー

第14回　標本調査の意味としくみ2ー母平均の推定ー

第16回　試験ー試験を実施し、その後解説を行うー

第6回　データのばらつきを表す2ー基礎統計量、ヒストグラム、分散、標準偏差ー

第7回　グラフー棒グラフ、折れ線グラフ、箱ひげ図ー

第8回　条件の異なるデータの比較ー標準化、標準得点、偏差値ー

第9回　対応しているデータの関係ー散布図、相関係数、疑似相関、交絡、一次関数ー

第10回　確率分布を考える1ー離散型の確率分布、連続型の確率分布、確率密度関数ー

第11回　確率分布を考える2ー代表的な確率密度関数である正規分布（その1）ー

第15回　仮説検定の意味としくみー確率分布、正規分布、仮説、有意水準、第1種の誤り、第2種の誤りー

日常的な生活において必要とされる統計学の基礎的な知識から、大学における学修・研究活動における実験や
調査データをとりまとめてゆくために必要な基礎的な統計学の知識の習得を目的とする。

コンピューター基礎A,コンピュータ基礎B、数理データサイエンス、生活の中の数学、生物統計学

講義方式を基本とするが、PCにおけるグラフ作成・統計処理の演習、グループワークを組み込む。

授業計画

第1回　イントロダクションー統計学の考え方（量的変数・質的変数など）ー

第2回　データの特徴をみるー度数分布表、ヒストグラム、スタージェスの公式ー

第3回　データの中心とばらつきー平均値、中央値、最頻値、最大値、最小値ー

第4回　平均値の意味とその取り扱いー平均値、データの中心、外れ値、データのばらつきー

第5回　データのばらつきを表す1ー分散、標準偏差、変動係数ー

統計学の基礎 授業形態 講義
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授業の到達目標
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課題に対する
フィードバック

評価方法・基準

テキスト

参考書

備考

適宜紹介する。

PCを利用するので持参すること。

授業時間外の学修

〈予習〉
コンピュータ基礎A及びBの復習（PCによるデータ処理を行うのでエクセルの基本的な操作方法（例えば棒グラ
フ・折れ線グラフの作成）などを復習しておくこと）　4時間程度
事前にテキストを読む（1日分につき4時間、集中講義前日までに読んでおくこと）　16時間

〈復習〉
テキスト・配布資料を読み直し復習する。（集中講義1日につき4時間程度）　計16時間
課題等に取り組む（2日目と3日目の期間）。（2時間程度）
最終試験の準備をする。（6時間程度）

第16回試験後の解説時に説明する。

授業中課題（態度等も含む）　60％
最終試験　40％

「[図解]大学4年間の統計学が10時間でざっと学べる」 　 KADOKAWA　2019/3/27　ISBN-13   :   978-
4046041876
配布資料を適宜配布する。

 
① データの種類(尺度）を理解し、データを識別できる。
②記述統計学の手法を理解し、データ特徴を説く計量で表し、まとめることができる。
③データの関係を統計学的に捉えて、その関係を統計量で表し、まとめることができる。
④確率分布について理解し、代表的な確率分布である正規分布を用いて、確率を求めることができる。
⑤推測統計学の基本的な仕組みを理解し、「推定」の手法を用いることができる。
⑥仮説検定の仕組みを理解する。

学位授与の方針
（DP)との関連

1.知識・理解を応用し活用する能力

2.汎用的技能を応用し活用する能力

3.人間力、社会性、国際性の涵養












